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 本テーマで　　　件目  社外発表　　　件目2件目 社外発表 1 件目 1.5 時間

2023年　4月　～　2024年　3月 25 回

株式会社伊勢村田製作所　事務課 勤続 4 年

社内電子掲示板の検索性改善

本テーマの 活動 期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

本 部 登 録 番 号 2823-1 サ ー ク ル 結 成 年 月

プロジェクタ

    

         

         

         

           

         

          

        

                   

       

       

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

     
  
  

  
  

    

     
             

    
         

  
    

  
    

 

       
       

             

     
     
     

             

     
   

          
             

      
       
   

              

      

  

  
    

  

  

  

   

   

   

   

   

   

   

      
      

       

       

     
      
     

       
      
       

       

     
       

  

     
             

    

       
       

     
     
     

     
   

          

      
       
   

    

            

              

                 

  

    
      

        

   

    
   

    
     

   

           
                    

    

            

 

       

      

          

     

     
       

   

                        

               
            

   

                        

                    

          

       

        

当社は三重県津市でスマホ向け高機能樹脂フィル

ムの開発・製造を行っています。元々プライマ

テックという外資系ベンチャーから始まり、2016

年に総合電子部品メーカーの村田製作所グループ

に加入しました。電子デバイスの小型化や薄型化

を通して文化の発展に貢献します。

設立当時50名だった社員数は7年間で約220名まで

急増し、中途社員の割合は約50%。平均年齢が34歳

と若く、本籍者の勤続年数も平均4.6年と短いこと

が特徴です。フレッシュさを活かして拡大・成長

中ですが、社内基幹システムをさらに使いこなす

ことが工場全体の課題です

私たちは全員事務課に所属しており、人事・経

理・総務・保健師と、それぞれ異なる機能のメン

バーが集まっています。QC活動歴は全員が2年目以

下と、QC初心者の集まりです。各ステップでメン

バーの強みを活かして1年間活動しました。

サークルレベルを個人ごとに分析すると、私たち

の弱みが分かりました。上記太枠で囲った5項目が

弱いと判断し、課方針に沿ってQCの基礎力UPを意

識しながら会合を進めていきました。サークルレ

ベルでは現状の「Cゾーン」から「Bゾーン」を目

指します。
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メンバーが抱えている業務上の悩みや困り事の意

見だしを行いました。69個の意見を5項目に集約し

た結果、「手順書を完備していない」「一部のメ

ンバーに業務量が偏る」「社内電子掲示板の文書

が検索しづらい」などが上がりました。

次にマトリクス図を使ってテーマを評価しました。

「社内電子掲示板の文書が検索しづらい」は、総

合評価が25点と一番高く、さらにメンバーも困っ

ていることから、これを活動テーマに決めました。

従業員が社内電子掲示板で何に困っているかアン

ケートを実施し、「検索性」に関する設問で65%の

方が、探したい掲示板が見つからず困っていまし

た。実際にどれくらいの時間がかかっているのか

工場らしく現場でリアルな悩みを確認しよう！と

対面調査を行いました。

調査対象者は、工場長から現場若手社員まで幅広

い階層の代表者10名に協力いただきました。調査

では、お題となる2つの掲示板を探すタイムを計測

し、どれぐらい時間がかかるのか、どんなところ

が探しにくいのかを観察・記録しました。

調査の結果、2件の文書を探し出すのにかかった時

間は全体平均6分であり、対象者の中には辿り着く

までに12分以上かかった人もいました。情報の検

索という非生産的な作業に時間がかかっているこ

とが分かりました。

目標設定は社内電子掲示板の検索時間を2024年3月

31日までに50％短縮！QC初心者の私たちにとって

非常に高い目標ですが、メンバーのやる気が高く、

従業員がもっと生産的なことに時間を使う後押し

ができたらいいなという想いから挑戦を決意しま

した！
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当初の計画より時間がかかったステップもありま

したが、後半挽回して計画通り進めることが出来

ました。会合参加率100％、会合回数は25回です。

また、社内チャットツールや資料の同時編集機能

を活用し、チームワークを高めるITツールを活用し

ました。

「探したい情報にたどり着けない」を特性として

深堀りしました。非常に多くの要因が出たため絞

り込みに苦労しましたが、「どこから探せばいい

かわからない」「最新版を知るすべが無い」「直

感的に探せない」「維持更新がされていない」の

４件を重要要因として抽出しました。

先ほどの要因が実態に即しているか確認するため

に従業員へヒヤリングしました。これらをグルー

ピングして、左側の従業員の意見と特性要因図か

ら出した重要要因の一致を確認できました。アン

ケートに加え現場検証をしたことで実態に則した

要因検証になりました。

メンバー全員で重要要因に対する対策案を洗い出

し4つの一次方策を軸に、系統図とマトリクス図を

用いて具体的な実行案を絞り込みました。

４つの一次方策を効果や実現性等で評価しました。

「既存システム改良」は、グループ全体に影響す

るため実現性が低く、「教育」「既存文書の統廃

合」は一部の要因しか解決できません。結果、4つ

の要因全てを解決できる「社内電子掲示板のまと

めサイト作成」に決定しました！

これは対策実施前の状態で「避難経路図」を探す

イメージです。キーワード検索を利用すると、関

係ない掲示板が大量にヒットするため直感的に探

せません。また、古い掲示板が混在するため最新

版か不明です。ちなみに避難経路図は「EHSまとめ

掲示板」で見つかります。
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前述のとおり、お目当ての掲示板にたどり着くま

で、このように複雑なフローになっています。ま

とめサイトで情報を適切に整理整頓することで、

検索したい内容を「誰でも」「簡単に」見つけら

れるようにします！

事務課まとめサイトのトップ画面です。シンプル

で見やすく必要な情報を探しやすくしました。要

因１の「どこから探せばいいか不明」に対して、

まとめサイトのトップページに目次を作成しまし

た。また、顔写真と電話番号付きの担当者一覧を

掲載して、窓口を見える化しました。

総務と健康管理のページを例にイメージを説明し

ます。

スマホでWEBサイトを見るときのように直近のイ

ベントやお知らせを目立つ場所に並べたり、ボタ

ン式の目次リンクを付けたりと、情報集約と感覚

的な検索の両立を実現しました。

要因２の「最新版を知るすべがない」に対しては、

まとめサイトには最新版のみ表示されるよう仕組

み化。月一回、担当者がチェックリストで掲載内

容を確認することで最新版管理を行いました。

要因３の「直感的に探せない」に対しては、キー

ワード検索なしで探せるよう、目次をシンプルに

して、アイコンにカーソルを合わせると関連ワー

ドが表示される仕組で直感的に検索できるように

しました。先ほど例示した「避難経路図」もすぐ

に探せるようになりました！

要因４の維持・更新されていないに対しては、維

持・更新が確実に行われるよう標準化と管理の定

着について洗い出しマニュアル作成と定期リマイ

ンドを行い維持更新の徹底を図りました。
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定期リマインドは、デジタルツールのパワーオー

トメートを使って、毎月自動で事務課メンバーに

リマインドメールを送信するよう仕組み化。リマ

インドメールにマニュアルや更新チェックリスト

を添付する等、管理側の作業工数削減も意識しま

した。

完成したまとめサイトをより利用していただくた

め、社内全体への周知活動にも注力。社内電子掲

示板や社内メールの署名にリンクを添付お昼に社

員が集まる食堂モニターや製造工程へのポスター

掲示など、様々な方法で宣伝しました。

次は効果確認です。対面調査とアンケートにより

狙った効果が出たの確認しました。

現状把握で協力いただいた方にもう一度対面調査

を行い、お題となる2つの掲示板を検索してもらい

ました。私たちが実施した対策がきちんと役に

立っているかを確認します！

検索にかかった時間は、目標50％短縮に対し、実

績75％短縮で目標達成です！時間にすると年間210

時間の削減効果です！特に赤枠で囲った4名の現場

の方達については、まとめサイトを活用すること

でスマホのような感覚的な検索が可能となり、検

索時間を大幅に削減できました。

事務課まとめサイトを星5段階で従業員に評価して

もらったところ、回答者の91％が星4つ以上の高評

価でした。また、「探しやすい」を多角的に確認

した設問では「問い合わせ先が分かりやすい」

「探したい情報が見つかる」「見やすい」の、全

ての項目で90％以上の肯定率でした。
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前述の通り、対策実施でマニュアルの作成と毎月

のリマインドメールの送信を実施。

これらの標準化と管理の定着を5W1Hで整理しまし

た。

また、対面調査では、効果の確認と同時に管理の

定着に向けたヒヤリングも行っていました。

「こうなっていたらいいな」等、従業員のニーズ

を整理しサイトへ反映しました。例えば、キー

ワード検索がヒットしやすくするため各係のキー

ワードを見直し、最も閲覧ニーズの高い社内報を

トップ画面に表示する等、作って終わりにならな

いよう都度バージョンアップしていきました。

個人では特に1点が目立ったQC1年目メンバーが飛

躍的にアップ！他のメンバーも重点項目のX軸・Y

軸 赤枠の項目中心にレベルアップ。特に職場レベ

ルは全員大幅にあがり職種が違えど個人の強みを

活かし合えました。サークルレベルも大きな目標

だったBゾーンに到達できました！

メンバーからの感想です。開始当初は初心者の集

まり、しかも事務系のQC活動は事例も少なくて大

苦戦でした。しかし、従業員からの高評価、我々

の問合せ工数削減、事務課全体での維持更新体制

づくり、工場全体への水平展開と、サークル解散

後もPマン集合！を合言葉に活躍中！です。

チーム再編後も、初めての社外大会で三重県知事

賞を受賞、本社役員へのプレゼン、QCストーリー

の勉強会参加、日常業務でのQC手法活用、新しい

チームでのリーダー抜擢、工場でのQC活動盛り上

げと、全員がポジティブに取組してます。今後も

QC活動を通して成長していきます！
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